
国
産
農
水
産
物
等
の
輸
出
拠
点
市
場

日本初のワンストップ輸出拠点機能を完備　成田市長　小泉　一成 １
月

日
開
場

工　事　概　要

日
本
の
玄
関
口
成
田
の
新
市
場
創
造

設
計
コ
ン
セ
プ
ト

全
工
種
で
綿
密
な
工
程
調
整
と
管
理
運
営

施
工
の
ポ
イ
ン
ト

成田市公設地方卸売市場　完成
（６）（第３種郵便物認可） ２０２２年　（令和４年）　１月２０日　（木曜日）

　
２
０
１
９
︵
令
和
元
︶
年
６

月
よ
り
成
田
空
港
隣
接
地
に
建

設
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

新
た
な
成
田
市
公
設
地
方
卸
売

市
場
が

い
よ
い
よ
開
場
い
た

し
ま
す

関
係
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す


　
新
た
な
市
場
は

市
民
に
安

定
的
に
生
鮮
食
料
品
等
を
供
給

す
る
と
い

た
市
場
本
来
の
機

能
の
強
化
を
図
る
た
め

施
設

内
の
温
度

衛
生
環
境
を
効
率

的
に
維
持
・
管
理
す
る
閉
鎖
型

の
施
設
と
す
る
と
と
も
に

国

際
的
な
衛
生
基
準
で
あ
る
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
の
取
得
を
想
定
し

た
各
種
加
工
施
設
や
農
水
産
物

の
効
率
的
な
輸
出
を
可
能
と
す

る
日
本
初
の
ワ
ン
ス
ト

プ
輸

出
拠
点
機
能
を
備
え
た
市
場
と

な

て
お
り
ま
す


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
の
中

に
お
い
て
も

日
本
の
農
水
産

物
は
海
外
で
根
強
い
人
気
が
あ

り

農
林
水
産
物
・
食
品
の
年

間
輸
出
額
も
初
め
て
１
兆
円
に

到
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す


　
成
田
市
と
い
た
し
ま
し
て

も

成
田
空
港
や
東
関
道

圏

央
道
な
ど
の
充
実
し
た
交
通
ネ


ト
ワ

ク
を
最
大
限
に
活
用

し

市
場
関
連
事
業
者
だ
け
で

な
く

空
港
関
連
企
業
な
ど
と

も
事
業
者
間
の
垣
根
を
越
え
て

連
携
し

農
水
産
物
の
輸
出
拠

点
化
を
推
進
す
る
こ
と
で

日

本
の
農
水
産
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す


　
千
葉
県
成
田
市
が
天
神
峰
字
道
場
で
整
備
を

進
め
て
き
た
公
設
地
方
卸
売
市
場
が
完
成
し

た

成
田
国
際
空
港
に
隣
接
し
た
新
市
場
は


輸
出
証
明
書
の
取
得
や
植
物
検
疫

爆
発
物
検

査
等
の
輸
出
手
続
き
を
行
う
ワ
ン
ス
ト

プ
輸

出
拠
点
機
能
を
備
え
た
高
機
能
物
流
施
設
を
整

備
し
日
本
の
農
水
産
物
を
世
界
に
発
信
す
る


設
計
・
監
理
を
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
・

佐
藤
総
合
計
画
設
計
共
同
企
業
体

建
築
施
工

を
新
日
本
・
国
井
Ｊ
Ｖ

電
気
設
備
を
関
電
工

・
小
峯
・
平
野
Ｊ
Ｖ

機
械
設
備
を
朝
日
・
三

和
Ｊ
Ｖ
が
担
当
し
た


水
産
棟
ト
ラ

ク
バ

ス

水
産
棟
内

青
果
棟
内

高
機
能
物
流
棟
内

■工　事　名　称：成田市公設地方卸売市場新築工事
■工　事　場　所：千葉県成田市天神峰字道場－１、－１
■発　注　者：成田市長
■設計・監理：八千代エンジニヤリング・佐藤総合計画設計共同企業体
■施　工　者：新日本・国井ＪＶ（建築）、関電工・小峯・平野ＪＶ（電気）、朝日・三和ＪＶ（機械）
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：（本体棟）Ｓ造地上３階建て。建築面積，．㎡、延床面積，．㎡
■工　　　期：年６月～年８月

　

新
生

成
田
市
場
の
基
本
理
念
は

﹃
市
民
に
対
し

安
定
的
に
生
鮮
食
料
品
等
を
供
給
す
る
と
と
も
に

世
界

に
日
本
の
農
水
産
物
等
の
美
味
し
さ
と
食
文
化
を
提
供

し

輸
出
拡
大
を
通
じ
て
日
本
の
農
水
産
業
の
発
展
に
貢

献
す
る
﹄
で
あ
る


　
日
本
最
大
の
国
際
空
港
で
あ
る
成
田
空
港
に
隣
接
し
て

い
る
強
み
か
ら

日
本
産
農
水
産
物
の
﹁
輸
出
ビ
ジ
ネ
ス

集
積
拠
点
︵
ワ
ン
ス
ト

プ
輸
出
︶
﹂

﹁
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
拠
点
︵
集
客
︶
﹂

﹁
食
の
高
度
化
拠
点
︵
加
工

・
冷
凍
︶
﹂
と
い
う
新
し
い
概
念
を
集
約
し
た
高
機
能
物

流
棟
を
中
心
に
設
け

市
場
全
体
を
活
性
化
す
る
計
画
と

し
た


　
高
機
能
物
流
棟
に
は
ワ
ン
ス
ト

プ
輸
出
エ
リ
ア

海

外
バ
イ
ヤ

と
の
マ

チ
ン
グ
機
能
を
有
す
る
輸
出
加
工

エ
リ
ア
農
水
産
物
の
加
工
機
能
を
有
す
る
加
工
エ
リ
ア


超
低
温
︵
－

℃
︶
を
含
む
冷
凍
冷
蔵
庫
エ
リ
ア

管
理

・
オ
フ

ス
エ
リ
ア
の
導
入
を
行

た

　
　

　
特
に
ワ
ン
ス
ト

プ
輸
出
エ
リ
ア
は

円
滑
な
輸
出
を

実
現
す
る
た
め
各
種
輸
出
証
明
書
や
検
疫
爆
発
物
検
査


保
税
な
ど
の
手
続
き
を
ス
ム

ズ
に
行
え
る
﹃
日
本
初
の

ワ
ン
ス
ト

プ
輸
出
拠
点
﹄
と
な
る
よ
う
関
係
省
庁
と
も

協
議
を
重
ね
導
入
す
る
こ
と
に
な

た


　
建
物
計
画
と
し
て
は
衛
生
管
理
︵
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
︶
や
円

滑
な
物
流
動
線
確
保
︵
コ

ル
ド
チ


ン
︶
の
た
め


﹁
青
果
棟
﹂
＋
﹁
高
機
能
物
流
棟
﹂
＋
﹁
水
産
棟
﹂
を
合

築
し
た
も
の
と
し
た


　
水
産
棟
や
青
果
棟
は
卸
業
者

仲
卸
業
者

買
出
人
と

の
説
明
会
を
重
ね
﹁
世
界
最
大
の
ラ
ン
ジ
ス
マ

ケ

ト

︵
パ
リ
︶
﹂
や
﹁
チ

ル
シ

マ

ケ

ト
︵
ニ


ヨ


ク
︶
﹂

豊
洲
市
場
︵
東
京
︶
な
ど
先
進
地
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
計
画
を
行

た


　
フ

サ

ド
デ
ザ
イ
ン
は

日
本
ら
し
さ
や
門
前
町
を

感
じ
さ
せ
る
簾
︵
す
だ
れ
︶
や
格
子
を
イ
メ

ジ
し
た
モ

ダ
ン
な
﹃
簾
ル

バ

﹄
と
し

外
に
こ
ぼ
れ
る
内
部
照

明
の
光
や
事
務
系
諸
室
へ
の
日
射
の
低
減
と
夏
季
に
お
け

る
空
調
設
備
へ
の
熱
負
荷
の
軽
減
を
図

た


　
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社

　
事
業
統
括
本
部
　
国
内
事
業
部
　
建
築
部
　
安
藤
正
敏

　工事着手時の一昨年（年）は、台風・豪雨等
の影響を受けるなど幸先の良くないスタートで、
昨年からは新型コロナウイルスの影響も受けるな
ど、これまで年さまざまな工事に携わってきま
したが、過去に経験したことの無い環境が工事終
了時まで続きました。
　建設場所が空港脇のため、クレーン作業等高さ
制限下での制約もあり、施工については苦慮しま
した。建物の特性上、施工に際しては高さがある
ため、作業のほとんどが足場・作業車等を駆使し
ての施工でした。
　高所からの墜落災害・重機使用災害の防止に留
意し、コロナ禍のため、全員参加でない朝礼の毎
日実施、昼の工程間調整会議を必ず行い、建築・
電気・機械・更に外構造成土木工事の作業間調整
を綿密に打ち合わせました。作業エリア・車両動
線計画等についても重点管理運営し、工事を納め
る事が出来ました。
　人生の中でも今物件は非常に記憶に残る工事と
なりました。
　新日本・国井特定建設工事共同企業体

　所長　田丸利之

冷凍冷蔵庫


